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はじめに

• 私たちが住む「田島町」は、江戸時代・正徳～享保年間（1711～1736頃）
に成立し、それ以降の古地図、古文書、歴史書などに度々登場しています。

• また田島町町会については、大正12年（1923）の関東大震災からの復興を
目的に地域住民が団結して結成されたもので、それ以降の町会活動につい
ても公文書に残されています。田島町町会は戦後の一時期、「田島町睦
会」の名で活動し、昭和36年（1962）の会館落成を機に再度名称を「田島
町町会」に戻したようです。

• 今回、国立国会図書館のデータベースから、田島町に関する記録を検索し、
田島町町会所蔵の資料とともに、年代順にまとめてみました。田島町の長
い歴史を知る上での参考になれば幸いです。



古い文献に書かれた「田島町」(1)

「新撰東京名所図会」(明治35年)

●
麻
布
田
島
町

◎
位
置

麻
布
田
島
町
は
、
新
堀
川
の
沿
岸
広
尾
町
の
南
に
方
り
、
麻
布
区
の

極
南
に
位
し
、
新
堀
川
を
隔
て
て
、
芝
区
内
に
嵌
入
せ
り
。
東
よ
り

起
こ
り
て
西
に
赴
き
、
断
っ
て
又
続
く
、
一
番
地
よ
り
六
十
四
番
地

に
至
る
。

◎
町
名
の
起
源

従
前
の
町
地
な
り
、
名
主
は
本
村
町
の
島
田
又
左
衛
門
と
萬
世
江
戸

町
鑑
に
見
ゆ
。
田
島
の
称
。
未
だ
そ
の
詳
ら
か
な
る
を
得
ず
。

◎
景
況

旧
来
の
町
屋
に
し
て
、
著
し
き
変
遷
な
し
。
此
の
僻
陬
、
わ
ず
か
に

小
市
街
を
形
づ
く
れ
る
ま
で
な
り
。

p.24

[国立国会図書館所蔵]

1902



古い文献に書かれた「田島町」(2)

「東京市及接続郡部地籍地図」(大正元年)

四
ノ
橋

25
番
地

○
横
山
酒
店

36
番
地

佐
久

○
峰

○
奥
田

○村奈嘉
○
大
野

○江藤

○
田
中

○
関
根

○小林

○
猪
岡

○=田島町在住地権者（地籍台帳から転記） [国立国会図書館所蔵]

1912



古い文献に書かれた「田島町」(3)

「新式商業地図-東京市麻布区」(大正3年)

田
島
町

17
酒
商

金
咲
商
店
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粧
品
商

橋
本
屋
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菓
子
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天
狗
商
会

18
足
袋
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酒
井
商
店

18
乾
物
商

大
野
商
店

18
小
間
物

岡
村
商
店

19
果
物
商

紀
州
屋

19
玩
具
商

小
泉
商
店

20
紙
商

相
模
屋

20
書
籍
商

山
根
書
店

22
梅
谷
写
真
館

23
西
洋
洗
濯

三
谷

23
道
具
商

岡
村
商
店

24
履
物
商

水
戸
屋

[国立国会図書館所蔵]

1914



古い文献に書かれた「田島町」(4)

「明治大正昭和初期の頃」

[田島町町会所蔵]



古い文献に書かれた「田島町」(5)

「東京府市自治大鑑」(昭和元年)

[国立国会図書館所蔵]

p.222

p.119

p.106p.120

町会名 田島町町会

会長氏名 片岡静輔

田中貞氏（田島町37番地）

鴨島義英氏（田島町1番地）

横山清次郎氏（田島町25番地）

吉原市之進氏（田島町15番地）

p.95

1926



古い文献に書かれた「田島町」(6)

「麻布区史」(昭和16年)

田
島
町
町
会

大
正
十
二
年
九
月
の
大
震
災
に
よ
っ

て
、
町
会
創
立
の
重
要
性
を
痛
感
せ
る
弘
田
義
三
郎
、

及
び
土
屋
新
之
助
両
氏
は
、
町
民
の
有
志
を
糾
合
し

て
本
町
会
を
組
織
し
、
十
月
五
日
、
南
座
に
お
い
て

創
立
総
会
を
挙
行
し
た
。
そ
の
後
極
め
て
順
調
な
る

発
達
を
遂
げ
、
当
路
に
お
い
て
町
会
整
備
の
企
て
あ

る
や
、
昭
和
十
三
年
九
月
二
十
三
日
、
臨
時
総
会
を

開
い
て
新
た
な
る
体
制
を
整
い
、
町
関
係
の
各
種
団

体
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
青
年
団
の
発
団
式
を
も

挙
行
し
た
。
会
員
二
五
〇
、
こ
れ
を
二
七
の
隣
組
に

分
け
て
い
る
。

現
在
役
員
は
町
会
長
弘
田
義
三
郎
、
副
会
長
仁
藤

定
吉
、
吉
原
市
之
進
、
幹
事
高
橋
、
小
池
、
常
務
理

事
大
山
、
川
久
保
、
会
計
理
事
斎
藤
、
末
友
、
理
事

川
島
、
小
杉
、
山
口
、
青
山
、
大
貫
、
坪
井
、
山
川
、

杉
村
、
嘱
託
須
藤
、
顧
問
横
山
、
友
野
、
田
中
、
村

奈
嘉
、
伊
藤
、
古
岡
、
隣
組
長
加
藤
、
手
塚
、
能
登
、

正
木
、
神
谷
、
大
平
、
吉
澤
、
湯
崎
、
藤
、
小
澤
、

名
古
屋
、
日
沖
、
大
川
、
醍
醐
、
塩
田
、
佐
藤
、
久

保
、
高
野
、
濱
口
、
田
中
、
仲
野
の
諸
氏
で
あ
る
。

p.819

仁
藤

↓江
藤
？

1941

田
島
町

本
町
は
本
区
最
南
辺
の
新
広
尾
町
と
芝
区

の
間
に
介
在
す
る
小
面
積
の
町
で
、
一
番
地
よ
り
五

十
番
地
に
至
っ
て
一
応
切
れ
、
飛
び
地
の
ご
と
く
離

れ
て
五
十
一
番
地
よ
り
六
十
四
番
地
が
あ
る
。

昔
は
新
堀
即
ち
古
川
が
豊
島
郡
と
の
境
で
、
こ
の

辺
荏
原
郡
麻
布
領
と
称
し
田
圃
で
あ
っ
た
が
、
元
禄

以
後
、
町
屋
の
起
立
を
見
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
町

名
の
由
来
を
、
田
ん
ぼ
の
中
に
島
が
で
き
た
町
と
す

る
も
の
が
あ
る
。

明
治
五
年
に
三
田
亀
塚
代
地
と
西
久
保
天
徳
寺
総

代
地
が
併
合
さ
れ
た
。

当
初
は
小
名
を
新
堀
向
と
呼
ば
れ
、
の
ち
は
俚
俗

西
方
を
上
町
、
東
方
を
下
町
あ
る
い
は
箒
屋
舗
と
称

し
た
。
箒
屋
舗
は
御
霊
屋
掃
除
頭
屋
敷
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
新
堀
向
と
い
う
の
は
元
禄
十
一
年
白

金
御
殿
造
営
の
折
、
堀
割
っ
た
古
川
筋
を
新
堀
と
呼

ん
だ
が
た
め
に
起
こ
っ
た
称
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の

時
十
番
ま
で
で
終
わ
っ
た
汐
入
が
四
ノ
橋
ま
で
及
ん

だ
と
い
う
。
当
時
の
四
ノ
橋
は
長
さ
十
間
幅
二
間
半

ほ
ど
の
板
橋
で
あ
っ
た
が
、
今
は
ず
っ
と
短
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

p.558

[国立国会図書館所蔵]
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(*)



古い文献に書かれた「田島町」(7)

「市政週報」(昭和16年)
1941

p.353

一
組
一
朝
一
鍬
一
汗
の
奉
仕 -

町
会
会
館
で
冠
婚
・
葬
祭-

（
麻
布
区
）
田
島
町
会

努
力
十
五
年
の
結
晶

-

如
何
な
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
本
会
の
名
を
も
っ
て
、
政
党

政
派
の
運
動
に
関
係
す
る
こ
と
を
得
ず-

か
つ
て
の
町
会
役
員
が
選
挙
運
動
な
ど
に
没
頭
し
て
い
た
こ

ろ
、
当
時
常
務
理
事
で
あ
っ
た
現
町
会
長
弘
田
義
三
郎
氏
は
、

町
会
規
約
の
内
に
特
に
一
項
を
加
え
て
、
町
会
の
内
紛
と
な
り

や
す
い
問
題
を
抑
え
た
。
そ
の
為
か
ど
う
か
、
町
会
の
内
部
は

常
に
春
風
駘
蕩
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

町
会
長
の
弘
田
氏
は
、
震
災
の
時
、
初
め
て
田
島
町
会
が
創

立
さ
れ
、
常
務
理
事
と
な
っ
て
以
来
十
五
年
間
、
孜
々
営
々
と

し
て
町
会
の
た
め
に
働
い
て
来
た
人
で
あ
る
。

氏
は
町
会
役
員
と
共
に
、
町
会
内
の
あ
ら
ゆ
る
冗
費
の
節
約

に
留
意
し
、
一
枚
の
紙
、
一
本
の
鉛
筆
も
大
切
に
し
、
ガ
リ
版

な
ど
、
自
身
で
刷
り
な
が
ら
専
ら
そ
の
金
を
積
む
こ
と
に
努
力

し
て
き
た
。
そ
れ
は
田
島
町
会
に
会
館
を
建
て
よ
う
と
発
心
し

た
か
ら
で
あ
る
。

爾
来
十
五
年
間
、
町
会
長
以
下
役
員
の
努
力
と
精
神
が
結
晶

し
て
、
町
会
館
建
設
の
運
び
に
至
り
、
昭
和
十
二
年
に
め
で
た

く
竣
功
し
た
。
工
費
一
万
円
木
造
二
階
建
て
、
五
十
七
坪
の
建

物
で
、
二
階
の
会
議
室
に
は
有
馬
大
将
の
忠
孝
の
軸
を
掛
け
た

床
の
間
が
あ
り
、
四
十
畳
敷
の
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

町
会
会
館
で
結
婚
式

こ
の
会
議
室
を
利
用
し
て
、
町
会
は
生
活
改
善
に
乗
り
出
し

た
。
町
会
常
会
や
隣
組
常
会
に
利
用
す
る
の
は
勿
論
、
広
く
会

員
に
開
放
し
て
、
結
婚
式
に
も
使
い
、
法
事
、
会
合
、
人
寄
せ

な
ど
に
利
用
し
、
冗
費
節
約
に
役
立
つ
こ
と
は
所
期
の
目
的
以

上
で
あ
る
。
こ
の
会
館
を
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
し
、
こ
の
神
前

に
結
婚
式
を
あ
げ
た
夫
婦
が
す
で
に
二
十
五
組
に
も
達
し
て
い

る
。
町
会
役
員
十
五
年
を
努
力
が
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ

た
の
で
あ
る
。
感
慨
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
だ
。

町
会
費
一
口
二
十
銭
で
、
比
較
的
恵
ま
れ
な
い
町
会
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
は
会
長
以
下
役
員
の

努
力
で
あ
る
。

町
会
の
仕
事
が
増
え
、
会
長
は
歯
科
医
さ
ん
で
あ
る
が
、
患

者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
、
町
会
関
係
の
こ

と
に
は
何
を
お
い
て
も
出
て
い
く
。
こ
れ
が
本
当
の
滅
私
奉
公

で
あ
り
一
億
一
心
で
あ
る
と
、
欣
然
と
語
る
。
（
以
下
、
略
）

[国立国会図書館所蔵]



古い文献に書かれた「田島町」(8)

「港区政概要」(昭和30年)

[国立国会図書館所蔵]

1955

p.406

名称 田島町睦会

所在地 麻布田島町24
三浦方

代表者 三浦美雄

設置地域 田島町全域

会員数 120



古い文献に書かれた「田島町」(9)

「住宅案内図帳」 (昭和34年)
1959

[国立国会図書館所蔵]



古い文献に書かれた「田島町」(10)

「港区史」(昭和35年)上巻
p.229

麻
布
田
島
町

古
川
南
岸
の
芝
地
区
に
食
い
込
ん
だ
町

で
、
荏
原
郡
阿
左
布
村
の
あ
き
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

元
禄
か
ら
享
保
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
に
か
け
て

幕
府
御
諸
請
役
や
増
上
寺
御
霊
屋
御
掃
除
頭
そ
の
他
の

拝
領
町
屋
敷
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
新
堀
向
う
と
俗

称
し
た
ら
し
い
が
、
近
傍
に
三
田
亀
塚
の
代
地
二
ヶ
所
、

西
久
保
天
徳
寺
領
屋
敷
が
あ
る
の
を
合
わ
せ
て
田
島
町

を
名
乗
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
周
囲
は
な
お
田
で
あ

っ
た
か
ら
田
の
中
の
島
の
よ
う
な
町
と
の
意
味
だ
と
い

う
説
が
あ
る
が
、
後
世
の
付
会
ら
し
い
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
間
に
武
家
屋
敷
が
あ
っ
て
飛
び
飛
び
に
町
屋
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
も
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ

の
町
と
し
て
は
珍
し
い
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
麻

布
一
帯
の
町
屋
が
町
奉
行
支
配
と
な
っ
た
と
き
に
、
こ

の
町
も
市
中
に
列
せ
ら
れ
た
。
里
俗
に
西
部
を
上
町
、

東
部
を
下
町
ま
た
は
箒
屋
敷
（
御
霊
屋
掃
除
頭
に
ち
な

ん
だ
も
の
）
と
称
し
た
そ
う
で
、
前
掲
の
新
堀
向
う
の

称
は
古
川
の
辺
り
が
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
か

ら
舟
入
と
な
り
新
堀
と
称
せ
ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
向
う

の
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
古
川
は
今
の
新
広
尾
町

が
湿
地
で
ま
だ
川
敷
の
う
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
の
橋

は
こ
の
町
か
ら
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
維
新
後

に
も
町
域
に
変
化
な
く
、
町
況
も
旧
来
の
町
や
の
ま
ま

あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
小
住
宅
が
わ
ず
か
な
市
街
を
な
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
白
金
三
光
町
の
町
況
と
同
じ
く
、

小
工
場
な
ど
の
多
い
町
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

た
だ
四
の
橋
に
通
ず
る
通
り
は
い
わ
ゆ
る
近
隣
の
日
用

に
応
ず
る
商
店
街
と
し
て
の
活
況
が
み
ら
れ
る
。

1960

[国立国会図書館所蔵]



古い文献に書かれた「田島町」(11)

友野鉄工所社長友野直二氏

「発動機と寝起き六十年-友野直二の記録-」(昭和37年)

「大衆人事録第16版全国篇」

（昭和28年）

天
皇
陛
下
の
海
洋
生
物
の
ご
採
集
は
、
今
日

で
は
世
界
的
に
も
有
名
で
あ
る
。
そ
の
御
座
船

の
発
動
機
の
ご
用
命
を
一
度
な
ら
ず
二
度
ま
で

も
承
っ
た
の
が
友
野
直
二
氏
で
あ
る
。
ま
こ
と

に
発
動
機
や
冥
加
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

御
下
命
の
最
初
は
昭
和
六
年
の
春
で
、
東
京

麻
布
の
四
ノ
橋
電
車
停
留
所
前
に
工
場
が
あ
っ

た
。
社
主
の
友
野
直
二
氏
は
ご
下
命
の
光
栄
に

感
激
し
、
四
十
二
歳
の
情
熱
を
傾
け
て
、
ご
用

命
の
発
動
機
の
謹
製
に
当
っ
た
。
編
者
が
初
め

て
友
野
氏
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
丁
度
そ

の
頃
で
あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
算
え
て
も
三
十
有
余
年
の
年
月
が

過
ぎ
て
い
る
。
今
日
、
友
野
氏
は
第
一
線
か
ら

退
き
、
悠
々
自
適
、
好
き
な
漢
書
を
ひ
も
と
き
、

刀
剣
を
鑑
賞
し
、
折
に
触
れ
て
は
社
寺
古
跡
に

杖
を
ひ
く
な
ど
、
古
武
士
的
な
明
け
暮
れ
で
あ

る
。し

か
し
、
自
ら
「
発
動
機
と
寝
起
き
を
共
に

六
十
年
」
と
術
懐
す
る
ご
と
く
、
友
野
氏
の
脳

中
に
去
来
す
る
も
の
は
、
今
で
も
「
石
油
発
動

機
」
の
映
像
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
日
、
舶
用
電
気
着
火
機
関
の
創
始
者
と
評

さ
れ
る
友
野
氏
で
あ
る
。
こ
の
創
始
者
が
自
分

の
体
で
綴
っ
た
歴
史
の
記
録
は
尊
い
も
の
で
あ

る
。「

貴
方
が
、
石
油
発
動
機
の
製
造
に
、
永
い

一
生
を
打
ち
込
ま
れ
た
動
機
は
、
一
た
い
何
で

し
ょ
う
」
「
そ
れ
は
ね
、
私
の
父
が
石
油
発
動

機
を
使
っ
て
い
て
、
故
障
ば
か
り
で
、
ほ
と
ほ

と
手
を
焚
い
て
い
る
の
を
、
子
供
な
が
ら
見
て

い
た
。
早
く
大
人
に
な
っ
て
何
と
か
手
助
け
を

し
て
や
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
た
ね
」

第3工場：田島町32番地

1962

[国立国会図書館所蔵]

1953



古い文献に書かれた「田島町」(12)

「田島町町会会員名簿」(昭和38年)

発
刊
の
こ
と
ば

麻
布
田
島
町
々
会
長

三
浦

美
雄

こ
の
度
田
島
町
会
員
名
簿
が
装
い
も
新
た
に
発
刊
の
は

こ
び
を
見
ま
し
て
、
今
日
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き

ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

伝
統
あ
る
田
島
町
睦
会
も
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
田
島

町
会
館
の
落
成
と
共
に
名
称
も
田
島
町
町
会
と
し
て
再
発

足
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
町
の
発
展
と
同
時
に
会
員

数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
ま
た
若
干
の
異
動
等
も
あ

り
ま
し
た
の
で
新
し
い
名
簿
の
作
成
を
必
要
と
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
名
簿
作
製
に
あ
た
り
担
当
者
一
同
、
不
慣
れ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
会
員
の
方
々
が
日
常
お
役

に
立
つ
も
の
を
作
る
べ
く
努
力
い
た
し
ま
し
た
も
の
で
、

い
さ
さ
か
で
も
ご
利
用
願
え
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

作
製
に
当
り
会
員
の
皆
さ
ま
、
役
員
の
方
々
の
絶
大
な

る
ご
協
力
と
関
係
官
公
署
及
び
隣
接
各
町
よ
り
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
ご
厚
情
に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
て

発
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

1963

[田島町町会所蔵]
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